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放射能測定器ほ無限の 開の分野をもち,日立一製作所

ほ年々その技術を精力的に投入し,昭和32年度において

は稜々の汎用,専用の器械が納入され,近代的な放射線

利用工業に活躍している1｡

電子顕微鏡ほますますその性能が洗練され,昭和32年

には4台の米国向輸出がみられ,特に昨春ニューヨーク

における国際見本市ではその分解能の高いことが高く評

価された｡

質量分析計ほ 来とも日立製作所が唯一の国内供給者

としての任務を果してきたが,石油工

応し炭化水

の発展などに即

分析に最も適するRMU-5型が完成された

ことはわが国技術易郎ことって喜ばしいことである-

pHメータほおよそ化学工業,研究などにあまねく必

要なものである｡特に工業瀾のものでい板性のある動作

を行うものが少なく,なかでも多点測定においてその感

がはなはだしかったが,日立製作所は従来の一点測定の

良好な実掛こ加えて多点測定の需要に応ずることができ

るようになった｡.

分光光電光度計の利用塙引~FJほ近年の癖著な趨勢で,日

立製作所はこの方面で時代の要望に常に即応しつつあつ

たが,昭和32年新たに微量セル,旋光度測定などの付属

装置が完成し,また炎光,蛍光などの分析界への利用度

が高まるにつれそれらの単能測定器が生れた｡

日記分光光度計は有機合成化学界ほもちろん一般化

学,工 界Ⅰこ早急に惨透しつつあり,日立製作所は赤外

吸収測定用のEPト2塾,紫外,可視,近赤外吸収測定

Jj-JのEPS-2塾,など昨年度登場をみた品種についてはい

よいよ量産の城に入った｡

Ⅹ線装置では,日立 作所独得の仙虻 断層撮影装置

の日動制御を完成,斯界の注目を引いたほか,簡易標準

装置の開発,付加装置としての多層撮影装置の完成など,

特 すべきものが多かった､

近年,放射性同位元素によるフー線照射の研究が各方面

で盛んに行われるようになり,これらの要望にこたえ,

独特の機稽をもつ工業用コバルト60照射装置が完成し

_⊥_
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10.1 子 装 置

電子顕微領

国内的に好評を博している HU-10型,HS-5型両電

第1図 ニューヨーク見本市における日立電子靡徴鏡
左がHU-10型,右がHS-5型
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第2図 銅フタロシアニソ結晶格了･像 ×1,400,000

手麒微鐘は昭和31年および32年にすでに米車利こ5合送り

出され32年4月のニューヨークl一当際見本市,同秋のボス

トンの全米 顕学会では ろことる
､

-向を艮

[
H
‖
‖の異潤カ国令

となり,世界各地よi)引き介いがある.-,33年春のブラヅ

セルの展示会,秋のドイツの学会などにほど-l-】■品が約束さ

れており,日立電子顕微鏡が四二界咋に雄飛するRも近い

ものと期待している:__.なお,電子顕微鏡切け誹料の作製

用とLて欠くことのできぬ

の確率で 続 瀾-刀助

ミクロトームほ,90.㌔■以仁

られるモータ駆敵方式のUM-2型

が放近完成し,電二√踵徴鎧とあいまって今後の発展にノ(

きな希望がいだかれる･｡

質量分析計

日立高性能RMU-5型が32年度に完成し,質量分析朝

究会主催の講習会でほ定評ある外匡1製品の高性能型にな

んら遜色のないことが実証され,イバ山工業をほJめ†ヒ学

分析工業に大いに貢献しうるものと期待されるr｡なお･

同位元 存fl三比測定川の質量分析計も武

作を終i),一今後この方面の成果も期卯の

i_i三日するところとなるであろう｡

放射線測定器

デスクリミネ一夕付きの高性能シンチ

レーションカウンタ RDS-2型,2,500

mr/hまで測定可能の線量計RDト2型が

作完成して量産態勢に入っており,しl

本の原子力工業の発展とともiこ将来の発

展が期待できる｡

】0.1.1電子顕微鏡の進歩

(A)非点収 除去の進歩

電子麒微鏡の分解能を高めるにほ･ま

ず,対物レンズの非点収差を少なく■しな

ければならない｡

磁界型電子レンズの非点収差ほ磁極素材の磁気的性質

と工作精度によるもので,日立製作所ではこの二点につ

いて基礎的な研究を束ね,HU-10型のように非点収差

のきわめて少ないレンズを作ることに成功した｡

杜および諸外Ii室lの

内各

子顕微鏡でほ,すべて非点収差補償

装置によってLばしば 察する必要があるがHU-10型

はその必要がなく,常時高性能をflけことができる･｡

(B)電丁鰯徴鏡の分解能について

電子願微鏡の進歩は実にめぎまLく,いまやその分解

能は原子的尺度にまで過した｡すなわち,近来 子顕微

鏡によって結晶中の原子配列を直接観察によって解明し

うる遺がひらけてきたのである.｡

32年初頭,HU-10重けこよって銅フタロシアニンの結

.品俗字(格子間隔9.7A)を写像することに成功し,その

分解能ほ世界叔高水準にあることが示された｡

(C)永久磁石励磁電子顕微鏡

永久磁社∫を用いた電子顕微鏡は焦′闇巨離の変化が困難

であるため,多くの特長があるにもかかわらず,従来は

ほとんど市販されていなかったl｡日立HS-5型ほ世界

で初めて鹿功した永久磁石励磁回変倍率の電子顕微鏡で
ある｡

対物レンズの焦点合せは,機械的に永久磁石の漏洩磁

して行っているので,きわめて安定である｡電

二√レンズ系の磁気回路ほ,日立製作所における計器用永

久滋イ_‡の永年の経験と研究結果を動こして設計してある

ので,長年月の使用でも滅磁のおそれほまったくない｡

本願微鏡ほ,上記のような構成のため操作,保守が簡

叩.なばかりでなく,永久磁ポの高度の安定性から約25Å

の高分解能をもっている√〕

10.】.2 高性能大型質量分析計の開発

既読分析計は従来無機ガス分析用として発展したが,

近年石油コニ某そのほかで分析のやつかいな択イヒ水

第3■図 RMU-5塑質量分析計の外観

など
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第4図 RDS-2型シンチレーショ

ンカウン タ

日 立

第5岡

有機ガスに応用する要望が高まったので,装置を不安定

にしやすい炭化水 分析にも高精度を維持しうるように

各部に綿密な検討をくわえ,高性能大型のRMU-5型質

量分析計を新たに開発した｡

本装置ほ兵卒を破らずに随時実用分解能を 聾しうる

特殊構造のコレクタスリット微動開閉装置を備えている

が,これを利用して直読実測したコレクタスリット面上

でのビーム幅から換算するという最も厳密な意味の分解

能でさえ200M/eに及んでいる｡

また一般分析の場合,試料ガスを導入中でも真空度が

10■7m皿Hgのけたを保ち得るという高速度の排気性能

ほ同の内外を通じて画期的である｡各種リレー,日動閉

Lヒバルブを備え,放記 転における不安も一掃されてい

る｡

32年5月末質量分析研究会主催の講習会用に本装置を

2台提供し,全国脊地から集った受 着から好評を博し,

主催者からも感謝された(28.0.2参照り｡

仙L3 各種放射線測定器の量産化

原子力の開発とともに放射線測定器の 要は急速に拡

大している｡日立製作所においては,31科こ試作を行つ

たイオンチャンバ式RDト2型サーベイメータ,RDS-2

型シンチレーションカウンタを32年ほ量産化し,月々十

一数台を生産している｡シンチレーションカウンタほ,ブ

ローべ,リニアアンプ,デイリスクリミネータ,スケー

ラ･高圧電源より構成されており,エネルギー分析も可

能である｡r線検出用には特に大型のNaI結晶体を使

用し,その効率ほ50%以上である｡

またこの間,コバルト60照射器用安全線量計,ポロ∵ン

コーテッドブローカウンタを製作し,農林省蚕糸試験所

原子力研究所などに納入した｡安全用線量計は研究者を

放射線から防 するために必要欠くことのできないもの

であり･フローカウンタほ原子炉用燃料の良否を測定す

るものである｡

A-1型偏光付属装置

第7図

FPW-3型光電

光度計

第40巻 第1号

第6国 FPF-2型炎光

光度計

10.2 光 学 装 置

故近器機による化学分析の進歩ほめざましく,特に光

′疋光度計による定法憩性分析は不71r欠の分析法となって

いる｡分光光電光度計は標準の装置として最もよく普及

Lているが,この装置ほ各部分が分離,結合できるよう

になっており,それぞれの付属装置を結合して炎光,

光,濁度分析,反射測定などに利用されている｡最近で

ほ生体 鹸料などの微量試料(0.7cc)の吸光分析にミク

Pセル付属装置がよく用いられる｡また近年盛んに行わ

れている｡ 紙泳動のパターンの量的測定に濾紙泳動付

属装置が用いられている｡なお,高分子研究の一技法と

して,分光偏光特性を測定する偏光付属装置を併用して

いる÷

なお工場分折臨床分析などの日常の分析には操作簡

便なフィルタ式光度計がよく用いられるが,従来の光電

光度計のほかに炎光光度計,蛍光光度計などの単能器が

用いられるようになった｡光電反射計ほ同様の目的から

日常の色彩管理そのほかに利用されている｡

また,半面,研究用として高性能の自記式分光光度計

の需要が急増した｡自記分光光度計,赤外分光光度計は

この要求に適合するものである｡

分析用超遠心機はいよいよ製作の軌道にのり蛋白質,

合成高分子類の研究に活躍している｡
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第8岡 EPS-2型自記分光光度計

10･2･1光電光度計の可視域拡張

従来可視域に限られていた比色分析ほ次第に近紫外,

近赤外域に拡張される傾向にあり,感度が可視域に限定

されている光電池の代りに感度波長範囲の広い検知器が

要求されるようになった｡日立製作所巾火研究所におい

て完成された広波長域光電管ほこの日的に適する唯一の

検知器である｡単色濡とLて日立製作所においてすでに

分光特性の管理に成功している干渉フィルタをこの

管に組合せてFPW-3型光電光度計を完成した｡本装置

は370～750m/ノ この範朗において分光式の光度計に匹

敵する検才一Il感度をもっている

10.2.2 自記分光光度計の成果

EPS型自記分光光度計を製作し,広波長範【 の吸収分

析装置として各方面の要望に応えてきたが,今車1さらに

EPST2型を完成して波長を200mfLまで拡 し,複雑な

植短紫外域の分析ができるようなった｡また記録計の=

盛が,透過率100%のみならず20%および吸光度のい

ずれにも,リニアにできるように整備して使用上の使を

図った｡そのほか 料恒温装雀,訳料冷却装椚など各種

付属品も整備され応用動作を便利にし七ニ

10.2.3 赤外分光光度計の成果

近年芥瀾化学工

第9図 赤外分光光度計

用固定セル

の発

建とともに赤外線吸収拙

作の重要なことがますま

す認識され,各力面にお

ける赤外分光光度計の需

要が急激に増加してき

た､ノ･われわれはかかる要

望にこたえ,昭和31年に

日立赤外分光光度計EPI

-2型を 作してきたが,

32年にはさらにこれに改

良を加えで性能を高める

とともに,各瞳付属品を

よ び Ⅹ 線 装 置 79

整備して応用面における製品の幅を広げた｡

構造上改良を加えた主要点は,

(1)増幅器の応答特性を良くし記録時問を短縮した

こと

(2)波長 度を安定にするため,サーミスタにより

温度を十0･5ロCに制御できる温度補償装置を分光器

に取り付けpたこと

(3)セルおよびアタッチメントの利川に使利なよう

をこ試料窒を広くしたこと

などである｡

付属品としてほ--･般的な組立式液休セル,5cmおよび

10cm気体セルのほかに,揮発性の液体に用いる固定セ

/レ,
JT≡.■.モ･lの成動こ使用する臭化カリ錠剤成型乱薄

膜の測定などに便利な反射型セル,などが完成した｡ま

た各方面の要望に応じ 測定記録と同時に整理用の小型

チャー｣卜またほカードに吸収を縮小して記録できる補助

記録

昭和32年

作し市販に供している｡

廿3 Ⅹ 線 装 置

における日立Ⅹ線装置は,操作者の散乱Ⅹ

繰被曝量の低減,撮影速度の向上,取り扱いの簡易化の

ため,日立独特の油圧制御式断 卜j:
の日動制御を

完成し,4枚→遵の断層撮影が散乱線防護室内の制御卓

丁のボタンを4L孤押すだけの操作でできるようになった

ことほ･斯界の注目をひいている｡最近同時多層断層撮

影が盛んに実施されるようになり,それに応じて従来の

日立断層撮影装置にも同時多層断層撮影のできる付属品

を完成し,日立断層撮影装置の高精度の特長を発揮して,

いよいよその声価を高めている｡

癌治療用大線量深部治 装置も,千葉大学医学部,

第10岡 D-LIII型断層撮影装置
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大阪の大野病院ほか数箇所に納入好成掛こ運転を続けて

いる｡農,工 方面における放射性同位原索によるガン

マ繰照射の研究が各方面で盛んになり,袋林省蚕糸試験

所,東京大学工学王弘 昭和電工株式会社などにそれぞれ

独特の照射装置を納入した｡

仙3.1簡易標準型断層撮影装置完成

標準型として 作しているD-LI型断層撮影装~雀は仝

柚圧操作方式による円弧 置である｡

今回D-LI型の油圧操作方式を操用した簡易型

してD-LII型断層撮影装置を完成した｡

D-LI型との主要相違点ほ次の3項である｡

帯と

(1)裁断面の高さを固定し,テーブル右脚部にテー

ブル面の上下移動調整ハンドルを装備し裁断面を

定するようにした｡

(2)ブッキー郡上下移動ハンドルをブッキーケース

前部に装備した｡

(3)Ⅹ線照射中心槙準器を 偏した.っ

10.3.2 断層撮影装置の自動制御

断層撮影装置は大陸判(11inx14in)または四つ別判

(10inx12in)フイルムを4分割L,断層深度を5mln

ー20mIn間隔でⅩ線
影を4同行うのが普通である｡こ

の撮影のたびにフイルムを装填したカセッテの位置調盛

と断層深度の調整を行わねばならないこ したがって操作

者は作 が繁雑であるばかりでなく散乱線被曝のおそれ

が多分にある｡

今回この間題点に解決を与えるD-lノⅠⅠⅠ型断層撮影襲

置を完成した｡

本装置は深度自動調整機構,カセッテ日動移動機構,お

よびこれらの関 電気1･二】l路の設定により,精度はD-Ⅰ一Ⅰ

塾とまったく同じで,初期に断層深度を調整するのみで

求めるフイルム分割撮影数とト利一1教の抑ボタンスイッチ

の開閉で撮影ができる｡ニ Lたがって深度調整,カセッテ

の位置調整を

断層撮影ができるこ

必要はなく,早く安仝に

第1表 撮影の種類と分割撮影数

フイルムの大きさ

断 層

撮 影

ブッキー
●

､

切
切

罠
･
巾
十

止十

大陸判以下各睦サイズ

分割撮影数

2,4

1,2,4

2

1

10.3.3 多層撮影装置の完成

D-LI型,ⅠトLII塾断層撮影装置の付加 匿とLて

D-LI型用およぴD-LII型用の多層撮影装置を完成し

た｡

この多層撮影装置ほ完成したEトLI塾,あるいはD-

LII型装置にもそれぞれ簡単な改造で装着できる｡その

仕様は原板の大きさによる種類は六つ切,八つ切,キヤ

評
三入
貢聞 第40巻 第1号

第11岡 D-LII型,断層撮影装置

第12[栗†多層撮影装置

ビネ版,層数による桂顆ほ3,5鳳 層間隔の種類は

5mmおよぴ10mmの各榎多層撮影用カセッテを装着

使用することができる｡

10.3.4 工業用コバルトる0照射装置の完成

(1)農林省蚕糸試験所納工業用コバルト60照射装置

本装置は,放射性同位元素の放射線を蚕糸,桑の木お

よび葉,蚕などの資料に照射する目的のために造られた

もので,近,中,遠距離の多目的照射が可能である｡

本装置の外観は第13図に示すとおり,線源を納めた

脛射器を天井より懸垂し,照射器【~F動こ 料を置いて照

射するものでその内部構造せ第14図に示す｡構造は緑

源を収めたカプセルを抽で水銀中に支持し,その外周を

硯還された表面漏洩線量になるように鉛容器で

ものである｡このように格納時放射方向の

蔽した

蔽を水銀で

行うので散乱による漏洩がまったくなく,ことに近距離

照射に有利である｡照射の場合には,鯨波を格納した状

態で資料を設置したのち遠隔操作によりカプセルを水銀

ケース下面に密 するまで降下して照射する｡カプセル

彗

も
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第13図 農林省蚕糸試験所納コバルト60

照射装置外観岡

スアリンア

第14国 見林省蚕糸試験所納コバルト60

照射装置内邦構造図

の上下動にはサーボリフタを使川し,停電時にほ日動的

に線線が格納位~i動こ復帰する機構になっている｡

表面漏洩戯還ほ,コバルト60を100キュリー格納した

場合に容器下面にて0･1皿r仲以~~~F,容器側方にて1mr/Il

以下になっており,声部両派憤射時汽料交換のため揮器~卜

商に近づいても絶対に人体に胃を′∫えぬよう一考慮Lてあ

る

安全装置系統は,照射左入口扉を閉め手動錠を掛ナる

ことにより初めて制御盤に適届~L′,照射紬･こほベルが鳴

り照射開始後約1分間ブザーが鳴って危険を知らせる｡

81

81

制御髄には標ホ灯を設け,線瀕の格納位,移動中,照射

位がそれぞれの標示灯で碑認できる｡照射室内にほ安全

線量計がぷ備され室内の線量が20皿r/b以上のときにほ

闇射室入Il扉に磁気錠が掛り,照射中の入室を防⊥r二L′う

るL-_･ただL′斤▲の場合を考慮し,手動錠,電気錠ほ照射

室内部よりほ自由に開くことができる.二

装閏の付属品ほ,近距離脛射傭胴l定搾料f∫,･一棚i離

冊川…転ピさ料f~ト 迅鼎離闇射皿フィルタお｣∵バ迫搬台

車である

r2ノ 舶､i鴇焼酎軋芳念社納工業川コバルト00闇射装置

第15図に/本装符■己の根源格納状態における裳超全米を

′Jミす･_`英際に便fl~ける場合には線沫容楓ま猷ドに収め線

繍#据の軽訓ヒを考慮Lてあるし

胴射の場合にほ州圧駆動装置により線源を板や付けた

根源群器機凍減~卜より引上げ,床上1mの高さにおし､て

水平方向90度,鉛l良二~ノノ向165度の照射角度で照射するっ

裟吊の操作は拙作巻から遠隔制御し,税源の状況ほ練灘

位吊棋ホ灯によりj!朋寸拉二,上~~F移動弓--,楕納位美々れぞ

れ確認できる..-

放射線の防御は十分考慮し格納 の漏洩緑青パ,コバ

ルト60を100キュリー格納略 綬源より1111の距離で

6･25m招1以~卜におさえてある｡

柑こ操作の安全を考えて油圧操作を使用Lノたがさらに

停電およびそのほか非常時に備え,油圧制御装跡こ手動

Jll模作ハンドルを設け,安全に線源を繰沫容器に格納す

ることができる｡また線源位置標示灯を照射量入口にも

収り付け危険標示を行っている｡

第15図 東洋紡績株式会社納コ/てルト60

照射装置全景図




